
八
の
三

市
町
村
長

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律

第
五
十
二
号
）
に
よ
る
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
賃
貸
住
宅
の
管
理
に

関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

別
表
第
三
の
七
の
十
六
の
項
及
び
七
の
二
十
の
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
表
の
二
十

三
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
三
の
三

都
道
府
県
知
事

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
十

八
条
第
二
項
の
賃
貸
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令

で
定
め
る
も
の

別
表
第
四
の
四
の
二
十
五
の
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
徴
収
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
八
十

二
条
第
一
項
の
保
健
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
四
の
二
十
六
の
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」に
改
め
、

「
徴
収
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
保
健
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
四
の
三
十
一
の
項

及
び
四
の
三
十
四
の
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
表
の
七
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

七
の
三

市
町
村
長

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
十

八
条
第
二
項
の
賃
貸
住
宅
の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令

で
定
め
る
も
の

十
三

預
金
保
険
機
構

預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
に
よ
る
同
法
第
五

十
五
条
の
二
第
一
項
の
預
金
等
に
係
る
債
権
の
額
の
把
握
に
関
す
る
事

務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

十
四

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金

保
険
機
構

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
五
十
三
号
）

に
よ
る
同
法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
貯
金
等
に
係
る
債
権
の
額
の

把
握
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
三
十
条
の
十
第
二
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
一
第
一
項
中「（
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
」
を
加
え
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

通
知
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
の
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
執
行
機
関
か
ら
番
号
利
用
法
第
九
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
事
務
の
処
理
に
関
し
求
め
が
あ
つ
た
と
き
。

第
三
十
条
の
十
一
第
二
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
中「（
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
二
号
」
を
加
え
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

通
知
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
の
市
町
村
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
か
ら
番
号
利
用
法

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
事
務
の
処
理
に
関
し
求
め
が
あ
つ
た
と
き
。

第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
中
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
の
下
に
「
及
び
個
人
番
号
」
を
加
え
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同

条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
三
十
条
の
十
四
中
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
の
下
に
「
及
び
個
人
番
号
」
を
加
え
、
た
だ
し
書
を
削
る
。

別
表
第
一
の
十
九
の
項
中
「
退
職
等
年
金
給
付
」
の
下
に
「
の
支
給
若
し
く
は
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は
第
百
十
二
条
の
二
の
福
祉
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、「
又
は
」
を
「
の
支
給
又
は
」
に
改
め
、
同
表
の
四
十
一
の
四

の
項
中
「
短
期
給
付
」
の
下
に
「
の
支
給
又
は
同
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
福
祉
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の

四
十
二
の
項
中
「
退
職
等
年
金
給
付
」
及
び
「
第
三
条
の
年
金
で
あ
る
給
付
」
の
下
に
「
の
支
給
」
を
加
え
、
同
表

の
四
十
八
の
項
中
「
退
職
等
年
金
給
付
」
の
下
に
「
の
支
給
若
し
く
は
同
法
第
二
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項

の
福
祉
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
六
十
六
の
項
中
「
に
よ
る
」
の
下
に
「
同
法
第
五
条
第
三
号
の
職
業
紹
介

若
し
く
は
同
条
第
五
号
の
職
業
指
導
、」を
加
え
、
同
表
の
七
十
一
の
二
の
項
中
「
認
定
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
十

一
条
の
就
職
支
援
計
画
の
作
成
若
し
く
は
同
法
第
十
二
条
の
就
職
支
援
措
置
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
七
十
二
の

二
の
項
中
「
支
給
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
五
十
条
第
一
項
の
保
健
事
業
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
福
祉
事
業
の
実

施
」
を
加
え
、
同
表
の
七
十
三
の
項
中
「
の
保
険
給
付
の
支
給
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
十
一
条
第
一
項
の
保
健
事

業
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
福
祉
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
七
十
三
の
二
の
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同

法
」
に
改
め
、「
徴
収
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
保
健
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
七
十
八

の
三
の
項
及
び
七
十
八
の
七
の
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
五
の
二
十
五
の
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、「
徴
収
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
八
十

二
条
第
一
項
の
保
健
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
五
の
二
十
六
の
項
中
「
又
は
同
法
」
を
「
、
同
法
」に
改
め
、

「
徴
収
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
保
健
事
業
の
実
施
」
を
加
え
、
同
表
の
五
の
三
十
一
の
項

及
び
五
の
三
十
四
の
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
表
の
八
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

別
表
第
五
第
十
号
の
六
及
び
第
十
号
の
十
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
八
号
の

二
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
八
の
三

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
同
法
第
十
八
条
第
二
項
の
賃
貸
住
宅

の
管
理
に
関
す
る
事
務
で
あ
つ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
二
十
条

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
十
四
の
項
及
び
十
五
の
項
を
削
り
、
十
三
の
項
を
十
五
の
項
と
し
、
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
一
条
の
六
中
「
第
二
条
第
五
項
」
を
「
第
二
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
十
五
号
中
「
第
六
十
七
条
」
を
「
第
五
十
一
条
」
に
、「
第
六
十
八
条
」
を
「
第
五
十
二
条
」
に
、「
第
七

十
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
十
五
号
中
「
第
五
十
一
条
」
を
「
第
四
十
七
条
」
に
、「
第
五
十
二
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
、「
第
五

十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
、「
第
四
十
八
条
」
を
「
第
四
十
九
条
」
に
、「
第
五

十
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
を
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
本
文
中
「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」
を
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」
に
改
め
、
同
条
た

だ
し
書
中
「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、」を「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
、」に
、「
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」

を
「
個
人
情
報
保
護
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。
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